
学び舎通信 町内小中学校の情報を
毎月お届けします

震
災
の
教
訓
を
未
来
へ
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「
命
を
守
る
判
断
」
〜

本
校
で
は
、
令
和
７
年
12
月
12
日
に
１

年
生
を
対
象
に
、
井
上
剛
先
生

(
や
ま
も

と
語
り
べ
の
会
)
を
お
招
き
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
「
震
災
を

乗
り
越
え
て
〜
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
震
災
遺
構

と
な
っ
た
山
元
町
立
中
浜
小
学
校
で
の
実

録
を
中
心
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、
校
舎
の
屋
上
に

避
難
す
る

「
垂
直
避
難
」
と
い
う
決
断
を

下
し
た
こ
と
で
、
児
童
や
職
員
ら
全
員
の

命
が
守
ら
れ
た
こ
と
。
避
難
所
生
活
の
場

面
で
は
、
中
学
生
が
掃
除
や
挨
拶
、
子
供

た
ち
の
世
話
な
ど
を
率
先
し
て
行
う
こ
と

で
、
周
囲
の
大
人
た
ち
を
勇
気
づ
け
る
「
頼

り
に
な
る
存
在
」
に
な
れ
る
と
い
う
お
話

を
い
た
だ
き
、
内
陸
に
暮
ら
す
本
校
生
徒

に
と
っ
て
も
自
分
事
と
し
て
考
え
る
契
機

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

井
上
先
生
の
講
話
か
ら
、
災
害
は
突
然

起
こ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
改
め

て
持
ち
、
大
河
原
町
の
一
員
と
し
て
自
ら

考
え
て
動
く
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
と
共
に
、
自
分
た
ち
の
命
、

そ
し
て
地
域
の
未
来
を
ど
う
守
っ
て
い
く

べ
き
か
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

「
職
業
人
に
聞
く
」

本
校
で
は
、
１
年
次
に
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
一
環
と
し
て
、
地
域
で
働
く
か
た
か

ら
講
話
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、
株
式
会
社
丸
亀
製
麺

(
以

下
、
丸
亀
製
麺
。
)
大
河
原
店
店
長
の
梅

田
晃
空
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

梅
田
さ
ん
は
全
国
の
丸
亀
製
麺
に
お
い
て

最
短
最
速
で
店
長
職
に
就
か
れ
ま
し
た
。

店
長
と
し
て
、
自
分
が
店
の
経
営
の
柱
に

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

成
長
を
見
な
が
ら
協
力
し
て
目
標
を
達
成

し
、
同
時
に
働
く
こ
と
が
誰
か
の
幸
せ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

「
働
く
上
で
の

喜
び
」
と
し
て
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
上
で
も
、

人
と
関
わ
る
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
特

に
、
中
学
生
と
し
て
、
話
す
こ
と
だ
け
で

な
く
、
人
の
話
を
聞
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
。
そ
し
て
、
迷
っ
た
ら
挑
戦
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
ア
ド
バ

金
ケ
瀬
中
学
校

大
河
原
中
学
校

イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
年
生
は
、
年
齢
の
近
い
梅
田
さ
ん
の

熱
意
あ
る
話
し
ぶ
り
に
、
大
い
に
刺
激
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
梅
田
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
助
言
を
心
に
留
め
て
、
さ
ら
に
心

身
共
に
成
長
し
、
次
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
職
場
体
験
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
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問合先　健康推進課　健康推進係 (1 階④番窓口 )　☎ ０２２４－５1 － 8623

あなたの周り に悩んでいる人はいませんか？あなたの周り に悩んでいる人はいませんか？

自殺対策強化月間自殺対策強化月間ですです

まず大切なのは、「 気づき」 です。 家族や友人、 同僚、 地域の方々など、 身
近な人の言動や様子の変化に敏感になることです。「 いつもと 違う な」「 元気
がないよう だ」 と いった小さ な変化を見過ごさ ず、 関心を持つこと が、 最初
の大きな一歩となり ます。

　 変化に気づいたら、 声をかけてみまし ょ う 。 ｢どう し
たの？」「 何か困っていることはない？」 といったシン
プルな言葉でも構いません。
　 相手が話したがらない場合でも、「 いつでも話を聞く
準備がある」 と いう こ と を伝えるだけでも 、 大きな安
心感を与えること ができます。 まずは寄り 添い、 話を
聞く 姿勢を伝えることが重要です。

その上で、 もし相手が深刻な悩みを抱えているよう であれば、 一人で問題を
解決しよう とするのではなく 、 専門の相談窓口につなぐ ことが不可欠です。

町では、 毎月、 精神科医、 公認心理師、 保健師によるこころの健康相談を実施しています。 ご本人だ

けではなく、 ご家族からの相談も受け付けています。 お気軽にご相談ください。

３３ 月は月は

～心をつなぐ「 気づき」「 声かけ」 の輪を広げましょ う ～～心をつなぐ「 気づき」「 声かけ」 の輪を広げましょ う ～

大河原町

こころの健康相談はこちら
町以外の相談先は

こちら

気づき

声をかける

つなぐ

▲ 12/20、 中浜小学校をプロジェクト MAS が訪問

心やからだの不調は誰にでも起きる可能性があるものです。

特に３月は生活環境の変化がめまぐるしかったり、 仕事が多

忙な時期でもあり、 ストレスを感じやすい時期です。

悩みごとがあるとき、 ひとりで抱え込んでしまうと、 ますま

すこころが疲れてしまいます。 そのような状態が続くと、 自分

で不調に気づきにくかったり、 自分から SOS を出しにくかっ

たりするかもしれません。

悩んでいる様子や普段との違いに気づいたら、 まず声をか

けてあげてください。 周りの人による「気づき」と「声かけ」が、

不安や悩みを少しでも和らげることができるかもしれません。


